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問�

　

財
政
状
況
は
健
全
か
。

答
（
市
長
）�

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

各
指
標
の
範
囲
内
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
健
全
財
政
で

あ
る
と
言
え
る
。

問�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
10
年

間
で
約
１
０
０
億
円
を
投

じ
「
博
物
館
」
や
「
と
お

の
昔
話
村
」、「
あ
す
も
あ

遠
野
」
な
ど
を
整
備
し
て

き
た
。
し
か
し
、
観
光
客

は
減
少
傾
向
が
続
き
商
店

街
も
閑
散
と
し
て
い
る
。

原
因
と
今
後
の
対
応
策

は
。答

（
市
長
）�

　

街
の
賑
わ
い
は
事
業
の

複
合
的
な
効
果
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

形
成
し
て
き
た
資
産
を
、

民
間
活
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
周
辺
の
経
済
効
果
等

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

問�

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
│
風
の
丘
の
機
能
充

実
整
備
事
業
10
億
円
の
計

画
見
直
し
、
中
学
校
再
編

後
に
お
け
る
学
校
施
設
の

活
用
策
棚
上
げ
、
馬
事
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
に
空
白
期
間

発
生
な
ど
│
は
、
そ
の
必

要
性
と
予
算
措
置
、
及
び

将
来
展
望
を
検
証
し
な
い

ま
ま
に
着
手
し
中
断
。
こ

れ
は
予
算
の
無
駄
遣
い
に

な
っ
た
と
認
識
す
る
が
、

原
因
分
析
と
改
善
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

緊
張
感
を
持
っ
て
し
っ

か
り
検
証
し
、
見
直
す
こ

と
に
よ
り
次
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
持
ち
込
む
。

問�

　

隣
地
拡
張
の
造
成
工
事

は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る

か
。答

（
市
長
）

　

地
権
者
の
了
承
を
得
、

県
の
全
面
的
な
協
力
も
頂

き
な
が
ら
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

問�

　

誘
致
企
業
と
の
立
地
交

渉
は
順
調
か
。

答
（
市
長
）

　

信
頼
関
係
の
下
で
、
か

な
り
い
い
感
触
を
得
て
い

る
。
な
お
、
企
業
側
か
ら

子
育
て
や
介
護
、保
育
所
、

住
宅
環
境
等
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
て
い
る
。

問�
　

市
内
企
業
か
ら
の
求
人

に
対
す
る
充
足
率
が
低
い

原
因
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
２
校
の
高
卒
生
が

県
内
外
に
流
出
し
て
い

る
。
原
因
は
企
業
の
知
名

度
や
労
働
条
件
︵
給
与
、

残
業
の
有
無
︶、
都
会
へ

の
あ
こ
が
れ
等
が
考
え
ら

れ
る
。

問�

　

上
郷
町
と
宮
守
町
へ
の

子
育
て
支
援
住
宅
の
整
備

計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

時
代
の
流
れ
や
市
営
住

宅
の
需
要
を
捉
え
、
将
来

人
口
、
世
帯
数
の
推
計
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
前
向

き
に
取
り
組
む
。

財
政
状
況
と
今
後
の
対
応
策
は

市
長･･･

現
状
を
検
証
し
次
に
活
か
す

佐々木 大三郎  議員

一問一答方式

問�

　

な
ぜ
今
、
小
さ
な
拠
点

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
そ
の
背
景
は
。

答
（
市
長
）�

　

人
口
減
少
が
急
激
に
進

む
地
方
の
中
山
間
地
域
等

で
は
、
商
店
等
生
活
機
能

が
存
在
す
る
基
幹
集
落
を

中
心
と
し
た
複
数
の
集
落

に
よ
る
﹁
小
さ
な
拠
点
﹂

︵
集
落
生
活
圏
︶
を
形
成

し
て
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続

可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
。

問�

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
の
概
要
や
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
。

答
（
市
長
）�

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
は
、
地
域
と
の
合
意

形
成
や
人
材
育
成
、
実
務

研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら

地
域
の
熟
度
に
応
じ
て
段

階
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。
移
行
の
期
間
は
令
和

２
年
～
３
年
内
を
目
途
と

し
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
活
用
は
、
専
門
的
知
識

や
地
元
視
点
と
は
違
う
感

覚
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
人

材
と
し
て
大
い
に
期
待
で

き
る
。

瀧本 孝一  議員

な
ぜ
今
︑
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
が
必
要
か

市
長･･･

地
域
の
安
心
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務

一問一答方式

遠野東工業団地の整備状況は
市長 ･･･ 団地造成、企業誘致　共に順調

その他の質問

◦�農地集積について

順調に進んでいる東工業団地の造成工事

西工区
東工区

問�

　

昨
今
の
高
齢
者
が
関
与

す
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の

所
感
と
、
最
近
の
多
様
な

安
全
装
置
の
搭
載
さ
れ
た

自
動
車
に
つ
い
て
の
評
価

や
認
識
は
。

答
（
市
長
）

　

全
国
で
高
齢
者
が
関
係

す
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の

発
生
は
憂
慮
し
て
お
り
、

本
市
も
県
内
同
規
模
の
八

幡
平
市
や
二
戸
市
と
の
３

市
の
中
で
は
、
交
通
事
故

件
数
は
、
１
番
少
な
い
も

の
の
、
割
合
と
し
て
は
、

高
齢
者
事
故
が
１
番
多
い

状
況
で
あ
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
、

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制

装
置
な
ど
、
安
全
運
転
装

置
の
搭
載
車
種
の
拡
大
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

問�

　

交
通
事
故
抑
止
や
弱
者

対
策
と
し
て
、
八
幡
平
市

な
ど
が
実
施
し
て
い
る
、

高
齢
者
へ
の
安
全
装
置
付

き
自
動
車
の
購
入
助
成
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

全
国
で
創
設
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
と
承
知
し
て
お

り
、
総
合
交
通
対
策
事
業

の
財
政
負
担
と
も
併
せ
、

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

交通事故抑止対策として、高齢者先進安全
自動車購入補助金制度の創設を

高齢者先進安全自動車購入補助金制度の創設を
市長 ･･･ 総合交通対策事業の中で
　　　　仕組みづくりを検討

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


